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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期
第３四半期
連結累計期間

第26期
第３四半期
連結累計期間

第25期
第３四半期
連結会計期間

第26期
第３四半期
連結会計期間

第25期

会計期間

自　平成21年
３月１日

至　平成21年
11月30日

自　平成22年
３月１日

至　平成22年
11月30日

自　平成21年
９月１日

至　平成21年
11月30日

自　平成22年
９月１日

至　平成22年
11月30日

自　平成21年
３月１日

至　平成22年
２月28日

売上高 （千円） 11,069,51111,100,5373,478,7343,587,05215,334,781

経常損失（△） （千円） △195,118△324,893△73,337△123,574△13,880

四半期（当期）純損失

（△）
（千円） △247,739△358,833△92,178△133,952△92,438

純資産額 （千円） －　 －　 433,267 226,528 589,264

総資産額 （千円） －　 －　 2,902,5582,819,6573,465,335

１株当たり純資産額 （円） －　 －　 33.93 17.74 46.14

１株当たり四半期（当

期）純損失金額（△）
（円） △19.40 △28.10 △7.22 △10.49 △7.24

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） －　 －　 14.9 8.0 17.0

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △416,011△605,139 －　 －　 60,471

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △48,404 △31,349 －　 －　 △88,381

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 5,895 97,340 －　 －　 △45,905

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高
（千円） －　 －　 846,026 691,5821,230,731

従業員数 （人） －　 －　 546 550 527

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

平成22年11月30日現在 

従業員数（人） 550  (637)

（注）従業員数は、就業人員（当社グループ（当社及び連結子会社。以下同じ。）外から当社グループへの出向者を含

む。）であり、従業員数の(　)は、臨時雇用者（パート・アルバイト等）の当第３四半期連結会計期間の平均人員

を外数で記載したものであります。

 

（２）提出会社の状況

平成22年11月30日現在 

従業員数（人） 544  (605)

（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、従業員数の

(　)は、臨時雇用者（パート・アルバイト等）の当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載したものであり

ます。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

（１）仕入実績

当第３四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

鮮魚事業 1,991,018 7.4

飲食関連事業 179,588 3.2

合計 2,170,607 7.1

（注）１．鮮魚事業及び飲食関連事業の仕入の内容は、生魚、冷凍品、塩干品等であります。

２．飲食関連事業の仕入は、主に回転寿司及び和食レストランが行っております。

３．金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（２）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

鮮魚事業 3,233,073 3.3

飲食関連事業 353,978 1.2

合計 3,587,052 3.1

（注）金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）におけるわが国経済は、景気回復

の兆しが一部で見られるものの、国民の所得水準や雇用など個人消費をとりまく環境は依然低迷しており、デフ

レ基調で推移しています。

当社グループが事業の主体をおく水産小売業界においても、厳しい雇用環境や所得環境から先行き不安感を背

景に消費者の生活防衛意識は依然として強く、低価格販売傾向にあります。また、乱獲による水産資源の枯渇や海

洋気象の変化にともなう漁獲量の減少と世界的な需要の拡大とにより、ほぼ全ての魚種において仕入価格が上昇

しました。この消費性向と仕入相場環境により、当業界の収益構造は極めて厳しいものとなりました。

このような経営環境において、当社グループは、収益構造の改善を図るべく不採算店の撤退と販売費及び一般

管理費の削減を継続する一方、新規市場獲得のためさらに新規出店をいたしました。また、消費者の支持を得るた

め店舗毎の特性に応じた地域別の仕入を強化するとともに、鮮魚店らしい品揃えを充実させるため市場での調達

度を高めました。

当第３四半期連結会計期間の当社グループの売上高は35億87百万円（前年同四半期比で3.1％の増加）であり

ましたが、低価格販売競争と魚価相場上昇の影響を受け、売上総利益は前年同四半期比で0.5％減の14億80百万円

となりました。また、営業損失は１億16百万円（前年同四半期は65百万円の営業損失）、経常損失は１億23百万円

（前年同四半期は73百万円の経常損失）、四半期純損失は１億33百万円（前年同四半期は92百万円の四半期純損

失）となりました。
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これを事業の種類別セグメントで見ると、次のとおりです。鮮魚事業については、売上高は32億33百万円（前年

同四半期比で3.3％の増加）、営業損失は21百万円（前年同四半期は33百万円の営業利益）となりました。飲食関

連事業については、売上高は３億53百万円（前年同四半期比で1.2％の増加）、営業利益は30百万円（同26.9％の

減少）となりました。

 

（２）財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６億45百万円減少し、28億19百万円

となりました。このうち、流動資産は前連結会計年度末に比べ５億40百万円減少して17億13百万円となり、また、

固定資産は前連結会計年度末に比べ１億５百万円減少して11億６百万円となりました。

流動資産の減少の主な要因は、現金及び預金の減少５億39百万円によるものです。

（負債）

負債の総額は、前連結会計年度末に比べ２億82百万円減少し、25億93百万円となりました。このうち、流動負債

は前連結会計年度末に比べ１億９百万円減少して20億16百万円となり、また、固定負債は前連結会計年度末に比

べ１億73百万円減少して５億76百万円となりました。

流動負債の減少の主な要因は、短期借入金の増加２億50百万円があったものの、買掛金の減少２億93百万円、未

払金の減少11百万円及び未払法人税等の減少12百万円があったことによるものです。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ３億62百万円減少し、２億26百万円となりました。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、当連結会計年度の第

２四半期連結会計期間末に比べ２億85百万円減少し、６億91百万円となりました。当第３四半期連結会計期間に

おける各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は１億44百万円（前年同四半期は85百万円の使用）となりました。これは主に、

売上債権の増加28百万円及びたな卸資産の増加63百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、獲得した資金は９百万円（前年同四半期は３百万円の使用）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出15百万円及び預り保証金の返還による支出16百万円があったものの、敷金及び保証金

の回収による収入47百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は１億50百万円（前年同四半期は２百万円の獲得）となりました。これは主に、

短期借入金の純減少１億円によるものです。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、前四半期報告書提出時点においては計画されていなかった重要な設備の

除却が、次のとおり完了しております。

会社名

事業所名
所在地

事業の種類別

セグメントの名称
設備の内容 完了

除却時帳簿価額

（千円）（注１）

当社・藤沢本町店 神奈川県藤沢市 鮮魚事業 店舗設備 平成22年11月 －

（注）除却時帳簿価額は、店舗設備の減損処理後の帳簿価額であります。

　

（２）設備の新設、除却等の計画

①　新設

前四半期報告書に記載した、当社・ドンキ厚木店（平成22年９月）、当社・ドンキ二俣川店（同年９月）、当社

・ドンキ大和店（同年10月）、当社・遠鉄ストア三ケ日店（同年10月）、当社・金沢野々市店（同年10月）、当社

・ＪＲ広島駅ビル店（同年10月、計画時の名称は広島駅ビル店）の店舗設備の新設については、当第３四半期連

結会計期間において、それぞれ（　）内の年月に完了し、同月より稼動しております。

当第３四半期連結会計期間及びその末日の翌日から当四半期報告書提出日までにおいて、新たに確定した重要

な設備の新設計画は、次のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地

事業の種類
別セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達

方法

着手及び完了予定

総額

（千円）

既支払額

（千円）
着手 完了

当社・自由が丘店 東京都目黒区 鮮魚事業 店舗設備 400 － 自己資金 平成22年12月平成22年12月

当社・ビッグパワー越谷店 埼玉県越谷市 鮮魚事業 店舗設備 4,200 － 自己資金 平成22年12月平成22年12月

当社・水戸北口店 茨城県水戸市 鮮魚事業 店舗設備 5,300 － 自己資金 平成23年１月平成23年１月

（注）金額には、消費税等は含まれておりません。

 

②　除却

当第３四半期連結会計期間及びその末日の翌日から当四半期報告書提出日までにおいて、新たに確定した重要

な設備の除却計画は、次のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地

事業の種類別

セグメントの名称
設備の内容 完了予定

平成22年11月末帳簿価額

（千円）（注１）

当社・青梅新町店 東京都青梅市 鮮魚事業 店舗設備 平成23年２月 －

当社・富塚店 静岡県浜松市中区 鮮魚事業 店舗設備 平成23年２月 －

（注）平成22年11月末帳簿価額は、店舗設備の減損処理後の帳簿価額であります。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成22年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年１月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 12,779,280 12,779,280東京証券取引所市場第二部
単元株式数

500株

計 12,779,280 12,779,280 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式総数増減数

（株）

発行済株式総数残高

（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金増減額

（千円）

資本準備金残高

（千円）

 平成22年９月１日～

 平成22年11月30日
― 12,779,280― 941,031 ― 1,029,015

 

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

 平成22年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 9,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,763,500 25,527 －

単元未満株式 普通株式 6,780 － １単元（500株）未満の株式

発行済株式総数  12,779,280 － －

総株主の議決権  － 25,527 －

 

②【自己株式等】

 平成22年11月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

株式会社魚喜
神奈川県藤沢市湘南台

２－10－５
9,000 － 9,000 0.07

計 ― 9,000 － 9,000 0.07

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 166 180 155 150 150 150 148 143 127

最低（円） 145 148 140 140 132 131 134 120 110

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

（１）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役

社長
執行役員社長

代表取締役

社長

執行役員社長

東日本統括事業部長
有吉　喜文 平成22年９月１日

取締役

専務執行役員

東日本第２統括事業部長 

兼 関東第５事業部長

取締役
専務執行役員

関東飲食事業部長
福田　次起 平成22年９月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から

平成22年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平

成21年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 691,582 1,230,731

売掛金 721,004 760,474

商品 158,632 74,355

貯蔵品 11,262 10,249

その他 131,741 178,863

貸倒引当金 △658 △767

流動資産合計 1,713,565 2,253,907

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 918,316 898,370

減価償却累計額 △642,192 △647,760

建物及び構築物（純額） 276,123 250,609

工具、器具及び備品 1,202,587 1,260,271

減価償却累計額 △1,052,334 △1,113,081

工具、器具及び備品（純額） 150,252 147,189

土地 389 389

リース資産 18,335 18,335

減価償却累計額 △4,319 △1,569

リース資産（純額） 14,015 16,765

その他 － 4,264

有形固定資産合計 440,781 419,218

無形固定資産

リース資産 30,345 36,145

その他 24,554 27,532

無形固定資産合計 54,900 63,677

投資その他の資産

投資有価証券 56,751 61,830

敷金及び保証金 521,106 636,829

その他 32,552 29,871

投資その他の資産合計 610,410 728,531

固定資産合計 1,106,091 1,211,428

資産合計 2,819,657 3,465,335
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 657,247 950,717

短期借入金 700,000 450,000

1年内返済予定の長期借入金 192,000 192,000

リース債務 11,721 11,489

未払金 175,193 186,300

未払法人税等 30,383 42,746

賞与引当金 30,769 36,671

その他 218,848 256,033

流動負債合計 2,016,164 2,125,958

固定負債

長期借入金 388,000 532,000

リース債務 35,948 44,768

長期預り保証金 147,015 165,549

繰延税金負債 － 1,248

負ののれん 6,000 6,546

固定負債合計 576,964 750,112

負債合計 2,593,129 2,876,071

純資産の部

株主資本

資本金 941,031 941,031

資本剰余金 1,029,015 1,029,015

利益剰余金 △1,736,155 △1,377,322

自己株式 △5,369 △5,298

株主資本合計 228,520 587,425

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,992 1,838

評価・換算差額等合計 △1,992 1,838

純資産合計 226,528 589,264

負債純資産合計 2,819,657 3,465,335
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 11,069,511 11,100,537

売上原価 6,413,026 6,608,977

売上総利益 4,656,484 4,491,560

販売費及び一般管理費 ※
 4,828,164

※
 4,801,302

営業損失（△） △171,679 △309,742

営業外収益

受取利息 8 15

受取配当金 1,100 1,150

受取手数料 3,027 5,834

違約金収入 － 2,400

負ののれん償却額 545 545

その他 1,903 1,876

営業外収益合計 6,584 11,822

営業外費用

支払利息 28,667 26,713

その他 1,355 259

営業外費用合計 30,023 26,972

経常損失（△） △195,118 △324,893

特別利益

投資有価証券売却益 656 －

固定資産売却益 － 1,000

貸倒引当金戻入額 91 109

受取補償金 － 8,510

特別利益合計 747 9,619

特別損失

固定資産除却損 13,444 2,164

店舗閉鎖損失 10,890 12,118

減損損失 － 3,377

その他 750 －

特別損失合計 25,085 17,660

税金等調整前四半期純損失（△） △219,455 △332,934

法人税、住民税及び事業税 28,284 25,899

法人税等合計 28,284 25,899

四半期純損失（△） △247,739 △358,833
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

売上高 3,478,734 3,587,052

売上原価 1,990,977 2,106,198

売上総利益 1,487,756 1,480,854

販売費及び一般管理費 ※
 1,553,428

※
 1,597,359

営業損失（△） △65,671 △116,505

営業外収益

受取利息 0 3

受取手数料 1,184 822

負ののれん償却額 181 181

その他 171 402

営業外収益合計 1,537 1,410

営業外費用

支払利息 9,145 8,449

その他 58 30

営業外費用合計 9,203 8,479

経常損失（△） △73,337 △123,574

特別利益

投資有価証券売却益 656 －

固定資産売却益 － 800

貸倒引当金戻入額 53 －

店舗閉鎖損失戻入額 2,659 －

特別利益合計 3,368 800

特別損失

固定資産除却損 12,085 768

店舗閉鎖損失 － 231

減損損失 － 1,578

その他 650 －

特別損失合計 12,735 2,578

税金等調整前四半期純損失（△） △82,704 △125,352

法人税、住民税及び事業税 9,473 8,599

法人税等合計 9,473 8,599

四半期純損失（△） △92,178 △133,952
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △219,455 △332,934

減価償却費 103,360 105,038

減損損失 － 3,377

負ののれん償却額 △545 △545

貸倒引当金の増減額（△は減少） △91 △109

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,180 △5,902

受取利息及び受取配当金 △1,108 △1,165

支払利息 28,667 26,713

固定資産売却損益（△は益） － △1,000

固定資産除却損 13,444 2,164

店舗閉鎖損失 10,890 12,118

違約金収入 － △2,400

受取補償金 － △8,510

投資有価証券売却損益（△は益） △656 －

売上債権の増減額（△は増加） 69,592 39,469

たな卸資産の増減額（△は増加） △23,499 △85,289

仕入債務の増減額（△は減少） △298,963 △293,470

その他の資産の増減額（△は増加） 21,432 29,449

その他の負債の増減額（△は減少） △34,861 △23,955

未払消費税等の増減額（△は減少） △14,354 △17,866

その他 1,222 －

小計 △341,743 △554,817

利息及び配当金の受取額 1,108 1,165

利息の支払額 △28,538 △25,950

法人税等の支払額 △46,837 △34,497

その他 － 8,960

営業活動によるキャッシュ・フロー △416,011 △605,139

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △62,724 △109,344

有形固定資産の売却による収入 － 862

投資有価証券の売却による収入 638 －

無形固定資産の取得による支出 △9,043 △1,530

敷金及び保証金の差入による支出 △5,416 △16,267

敷金及び保証金の回収による収入 45,552 117,118

預り保証金の返還による支出 △17,252 △17,293

預り保証金の受入による収入 1,200 －

貸付けによる支出 △3,846 △2,317

貸付金の回収による収入 2,488 2,545

その他 － △5,124

投資活動によるキャッシュ・フロー △48,404 △31,349
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △144,000 △144,000

リース債務の返済による支出 － △8,588

自己株式の取得による支出 △104 △71

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,895 97,340

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △458,520 △539,148

現金及び現金同等物の期首残高 1,304,546 1,230,731

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 846,026

※
 691,582
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産

商品

店舗における本部商材

商品のうち、店舗における本部商材の評価基準及び評価方法については、従来、倉

庫からの最終払出原価によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、移動平

均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法）に変更しております。

この変更は、店舗WEBシステムの導入を契機として、店舗における本部商材につい

ても移動平均法による評価額の算出が可能になったことに伴い、より適切な期間損

益計算を行うためのものであります。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であ

ります。セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年11月30日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１．当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に

基づく当第３四半期連結会計期間末の借入未実行残高は

次のとおりであります。

当座貸越極度額 800,000千円

借入実行残高 700,000千円

差引額 100,000千円

１．当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に

基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおり

であります。

当座貸越極度額 800,000千円

借入実行残高 450,000千円

差引額 350,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

店舗使用料 1,049,644千円

給料及び手当 2,208,810千円

賞与引当金繰入額 25,785千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

店舗使用料 1,015,629千円

給料及び手当 2,208,903千円

賞与引当金繰入額 25,174千円

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

店舗使用料 333,649千円

給料及び手当 705,877千円

賞与引当金繰入額 8,595千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

店舗使用料 334,065千円

給料及び手当 737,195千円

賞与引当金繰入額 8,391千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
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前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年11月30日現在） 

現金及び預金勘定 846,026千円

現金及び現金同等物 846,026千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年11月30日現在） 

現金及び預金勘定 691,582千円

現金及び現金同等物 691,582千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　

平成22年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 12,779,280 株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 9,139 株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）

 
鮮 魚 事 業

（千円）

飲食関連事業

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 3,128,936349,7973,478,734 － 3,478,734

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 7,290 7,290 (7,290) －

計 3,128,936357,0883,486,024(7,290) 3,478,734

営業利益又は営業損失（△） 33,731 42,337 76,069 (141,740) △65,671

 

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

 
鮮 魚 事 業

（千円）

飲食関連事業

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 3,233,073353,9783,587,052 － 3,587,052

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 4,368 4,368 (4,368) －

計 3,233,073358,3473,591,420(4,368) 3,587,052

営業利益又は営業損失（△） △21,969 30,929 8,960 (125,465) △116,505
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前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日）

 
鮮 魚 事 業

（千円）

飲食関連事業

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 9,996,1351,073,37511,069,511 － 11,069,511

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 21,879 21,879 (21,879) －

計 9,996,1351,095,25511,091,391(21,879) 11,069,511

営業利益又は営業損失（△） 158,464 115,086 273,551(445,231) △171,679

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

 
鮮 魚 事 業

（千円）

飲食関連事業

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 10,025,6051,074,93111,100,537 － 11,100,537

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 13,016 13,016 (13,016) －

計 10,025,6051,087,94811,113,553(13,016) 11,100,537

営業利益又は営業損失（△） △30,710 104,230 73,519 (383,261) △309,742

（注）１．事業区分の方法

当社グループの事業区分は、形態別に区分しております。

２．各事業の主な商品

（１）鮮魚事業………ウナギ長焼・有頭ブラックタイガー・中トロマグロ・にぎりパック

（２）飲食関連事業…回転寿司・レストラン、不動産賃貸管理・事務代行業務

３．会計方針の変更

当第３四半期連結累計期間

（たな卸資産の評価基準及び評価方法）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更　会計処理基準に関する事項の変

更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よりたな卸資産の評価基準及び評価方法を変更しておりま

す。

この変更に伴う各セグメントの損益に与える影響は軽微であります。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至

　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）並びに前第３四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至

　平成21年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末

（平成22年11月30日）

前連結会計年度末

（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 17.74 円 １株当たり純資産額 46.14 円

 

２．１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額 19.40 円 １株当たり四半期純損失金額 28.10 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

同左

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

四半期純損失 （千円） 247,739 358,833

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純損失 （千円） 247,739 358,833

期中平均株式数 （株） 12,770,754 12,770,341

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

１株当たり四半期純損失金額 7.22 円 １株当たり四半期純損失金額 10.49 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

同左

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

四半期純損失 （千円） 92,178 133,952

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純損失 （千円） 92,178 133,952

期中平均株式数 （株） 12,770,621 12,770,141

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年１月14日

株式会社魚喜

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　野　保　則 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　義　則 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　和　哲　夫 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社魚喜の平

成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社魚喜及び連結子会社の平成21年11月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年１月14日

株式会社魚喜

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　野　保　則 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　義　則 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　和　哲　夫 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社魚喜の平

成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11

月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社魚喜及び連結子会社の平成22年11月30日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２.　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社魚喜(E03365)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１仕入及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	第３四半期連結会計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

